
  

鶴川第二中学校 

2024 年 2 学期中間テスト 

3 年数学 解答解説 

・この解説は個別学習塾FOCUS01
フ ォ ー カ ス ワ ン

が作成したものです。 

・定期テストの復習用としてご使用ください。 

・現在 FOCUS01 にお通いでない方でも使用可能です。 

・問題用紙は自身でご用意をお願いいたします。 

・内容に誤りがあった場合は、訂正の上、再度アップロードいたします。 

・FOCUS01 では無料体験授業を実施中です。もしご興味がございましたら、 

当塾ホームページか公式 LINE からお気軽にお問い合わせください。 



[1] 

(1) 

① ൫√5 − √10൯ × √2 

= √10 − √20 

= √𝟏𝟎 − 𝟐√𝟓 
 

② ൫√11 − 2൯
ଶ

 

= 11 − 4√11 + 4 

= 𝟏𝟓 − 𝟒√𝟏𝟏 
 

 

(2) 

① (𝑥 + 3)ଶ = 5 

             𝑥 + 3 = ±√5 

                     𝒙 = −𝟑 ± √𝟓 
 

② 𝑥ଶ − 6𝑥 + 8 = 0 

  (𝑥 − 2)(𝑥 − 4) = 0 

                            𝒙 = 𝟐, 𝟒 
 

③ 2𝑥ଶ + 3𝑥 − 5 = 0 

                              𝑥 =
−3 ± √9 + 40

4
 

                              𝑥 =
−3 ± √49

4
 

                              𝑥 =
−3 ± 7

4
 

                              𝒙 = 𝟏, −
𝟓

𝟐
 

 

④ (𝑥 − 3)(3𝑥 + 2) = 0 

                                   𝒙 = 𝟑, −
𝟐

𝟑
 

 

⑤ 𝑥ଶ − 44𝑥 + 430 = 0 

  𝑥ଶ − 44𝑥 = −430 

      (𝑥 − 22)ଶ − 484 = −430 

                   (𝑥 − 22)ଶ = 54 

                         𝑥 − 22 = ±√54 
                         𝑥 − 22 = ±3√6 

                                   𝒙 = 𝟐𝟐 ± 𝟑√𝟔 

(1)② 

乗法公式  (𝑎 − 𝑏)ଶ = 𝑎ଶ − 2𝑎b + 𝑏ଶ 

を利用しましょう。 

(2)① 

平方根をとる際に±を付け忘れないようにしましょう。 

(2)③ 

因数分解できなさそうであれば、 

2 次方程式 𝑎𝑥ଶ + 𝑏𝑥 + 𝑐 = 0 の解の公式 

𝑥 =
−𝑏 ± √𝑏ଶ − 4𝑎𝑐

2𝑎
 

を利用しましょう。 

また、根号がとれる場合は最後まで計算しきるのを忘れて

はいけません。 

(2)⑤ 

珍しいパターンですが、因数分解ができず、 

解の公式を使うと数が大きくなってしまう時は、 

平方完成をすると計算量が少なく済みます。 



⑥        2𝑥ଶ − 2𝑥 = 1 − 5𝑥 

      2xଶ + 3x − 1 = 0 

                             𝑥 =
−3 ± √9 + 8

4
 

                             𝒙 =
−𝟑 ± √𝟏𝟕

𝟒
 

 

⑦ 4(𝑥 + 2)ଶ − 8(𝑥 + 2) = 0 

      𝐴 = 𝑥 + 2 とおくと 

                   4𝐴ଶ − 8𝐴 = 0 

                     𝐴ଶ − 2𝐴 = 0 
                   𝐴(𝐴 − 2) = 0 
(𝑥 + 2)(𝑥 + 2 − 2) = 0 

                    𝑥(𝑥 + 2) = 0 

                                  𝒙 = 𝟎, −𝟐 
 

 

[2] 

(1) 

① 底面には 𝑥 𝑐𝑚の辺が上下合わせて 8 本あり、残りは側面の高さ 6 𝑐𝑚の辺が 4 本。 

   よって、𝒚 = 𝟖𝒙 + 𝟐𝟒 

 

② 柱体の表面積は「底面積×2＋側面積」で求められる。 

   底面は 1 辺  𝑥  𝑐𝑚 の正方形なので、底面積 =  𝑥ଶ  𝑐𝑚ଶ 

   側面は縦 6𝑐𝑚 横 4𝑥  𝑐𝑚 の⾧方形なので、側面積 = 6 × 4𝑥 = 24𝑥  𝑐𝑚ଶ 

よって、求める表面積は 𝑦 = 𝑥ଶ × 2 + 6 × 4𝑥 = 𝟐𝒙𝟐 + 𝟐𝟒𝒙  𝑐𝑚ଶ 

 

③ 柱体の体積は「底面積×高さ」で求められる。 

   ②より、底面積 =  𝑥ଶ  𝑐𝑚ଶ 

   高さは 6cm なので、求める体積は 𝑦 = 𝑥ଶ × 6 = 𝟔𝒙 𝟐 𝑐𝑚ଶ 

 

この中で、𝑦が𝑥の 2 乗に比例するもの、つまり 𝑦 = 𝑎𝑥ଶ で表されているものは③。 

  

(2)⑦ 

計算が複雑になりそうなときは、置き換えを利用して、

式を整理してから代入すると計算の手間が少なく 

済みます。 



(2) 

𝑦が𝑥の 2 乗に比例とあるので、𝑦 = 𝑎𝑥ଶで表される。 

   𝑥 = −2 , 𝑦 = 12 を代入すると 

12 = 4𝑎 

   𝑎 = 3 

よって、𝒚 = 𝟑𝒙𝟐 

 

(3) 

①  変化の割合は 
௬の増加量

௫の増加量
 で求めることができる。 

𝑦 = 2𝑥ଶについて 

𝑥 = 1 のとき、𝑦 = 2 

𝑥 = 3 のとき、𝑦 = 18 

よって求める変化の割合は 

  
18 − 2

3 − 1
=

16

2
= 𝟖 

 

②  変化の割合は 
௬の増加量

௫の増加量
 で求めることができる。 

𝑦 = 2𝑥ଶについて 

𝑥 = −4 のとき、𝑦 = 32 

𝑥 = −1 のとき、𝑦 = 2 

よって求める変化の割合は 

  
2 − 32

−1 − (−4)
=

−30

3
= −𝟏𝟎 

 

  

(3) 

1 次関数では変化の割合は常に比例定数と 

等しいといえましたが、 

𝑦 = 𝑎𝑥ଶでは変化の割合は 𝑥 の変域 

によって異なります。 

(3)② 

変化量を考える時は「変化後―変化前」です。 

「大―小」ではないので、注意しましょう。 

変化の割合はマイナスにもなります。 



[3] 

半径を r , 円周率をπとすると、球の表面積 S と体積 V は次の公式で求められる。 

𝑆 = 4𝜋𝑟ଶ 

𝑉 =
4

3
𝜋𝑟ଷ 

 

𝑆 = 4𝜋𝑟ଶ = 48𝜋 

             𝑟ଶ = 12 

半径は必ず正の数となるため、𝑟 > 0より、 

𝑟 = 2√3 
 

これを 𝑉 =
ସ

ଷ
𝜋𝑟ଷ に代入 

𝑉 =
4

3
𝜋 × ൫2√3൯

ଷ
 

𝑉 =
4

3
𝜋 × 24√3 

𝑉 = 32√3𝜋 
 

よって、体積は 𝟑𝟐√𝟑𝝅  𝑐𝑚ଷ 

 

  

[3] 

表面積の数値がわかっているので、 

「表面積から半径を求める」 

→「半径から体積を求める」 

という順番で進めていきます。 



[4] 

① 点 P は点 A を出発して秒速 3cm で点 B まで動くので、𝑥秒後の線分 AP の⾧さは3𝑥 𝑐𝑚と表せる。 

   求めたいのは線分 PB の⾧さで、PB=AB-AP より 

PB=𝟏𝟐 − 𝟑𝒙 

 

② △PBQ の面積は PB × QB ×
ଵ

ଶ
 で求められる。 

   PB = 12 − 3𝑥 QB = 2𝑥 より、 

   △PBQ の面積=(𝟏𝟐 − 𝟑𝒙) × 𝟐𝒙 ×
𝟏

𝟐
 

 

③ ②より −3𝑥ଶ + 12𝑥 = 7 が成り立つ。 

   −3𝑥ଶ + 12𝑥 − 7 = 0 

          3𝑥ଶ − 12𝑥 + 7 = 0 

                                    𝑥 =
12 ± √144 − 84

6
 

                                    𝑥 =
12 ± √60

6
 

                                    𝑥 =
12 ± 2√15

6
 

                                    𝑥 =
6 ± √15

3
 

これはどちらも 0 ≤ 𝑥 ≤ 4 を満たす。 

よって、答えは 𝟔ି√𝟏𝟓

𝟑
 秒後と 𝟔ା√𝟏𝟓

𝟑
 秒後 

 

 

[5] 

正方形の上半分に注目すると、縦 10cm 横 20cm の⾧方形と考えることができる。 

箱の高さを𝑥 cm とすると、この⾧方形を切り取った部分は 1 辺の⾧さ𝑥 cm の正方形といえる。 

よって、底面となる⾧方形の縦の⾧さは、もとの⾧方形の縦の⾧さ 10cm から𝑥 cm を引いた(10 − 𝑥)cm となる。 

同様に、底面となる⾧方形の横の⾧さは、もとの⾧方形の横の⾧さ 20cm から𝑥 cm を 2 つ引いた(20 − 2𝑥)cm 

となる。 

この底面の⾧方形の面積が72 𝑐𝑚ଶとなるので、以下の方程式が成り立つ。 

          (20 − 2𝑥)(10 − 𝑥) = 72 

200 − 20𝑥 − 20𝑥 + 2𝑥ଶ = 72 

             2𝑥ଶ − 40𝑥 + 128 = 0 

                  𝑥ଶ − 20𝑥 + 64 = 0 

               (𝑥 − 4)(𝑥 − 16) = 0 

直方体の箱を作れるのは 0 < 𝑥 < 10 より、𝑥 = 4 

したがって、箱の高さは 4 cm 

 

[4] 

点 P は 4 秒後に点 B に、点 Q は 4 秒後に点 C に

それぞれ到着するため、 

𝑥の変域は 0 ≤ 𝑥 ≤ 4 となります。 

[5] 

底面の⾧方形の縦の⾧さは(10 − 𝑥) 𝑐𝑚となってい

ることからもわかるように、𝑥 の値を 10 以上にす

ることはできません。 



 

[6] 

(1)  

①：イ 

②：エ 

③：ウ 

 

ア～エのうち、ウとエが上に凸(グラフが下に開く)なので、それぞれ②③のどちらかになる。 

放物線𝑦 = 𝑎𝑥ଶのグラフは 𝑎 の絶対値が大きいほど放物線は y 軸に近づく。 

よって、絶対値の大きいウが③、絶対値の小さいエが②となる。 

次に①のグラフは②のグラフよりもグラフの開きが小さいため、①の𝑎の絶対値は②の絶対値 ଵ

ଶ
 より大きい。 

アとイのうち、𝑎の絶対値が ଵ

ଶ
 より大きいのはイであるため、イが①となる。 

 

(2) (1)より、③のグラフは𝑦 = −3𝑥ଶ 

     𝑥軸について対象移動すると、𝑎の符号が逆になる。 

    よって、𝒚 = 𝟑𝒙𝟐 

 

 

[7] 

(1) 変化の割合は 
௬の増加量

௫の増加量
 で求めることができる。 

𝑦 = 𝑎𝑥ଶについて 

𝑥 = −3 のとき、𝑦 = 9𝑎 

𝑥 = 1 のとき、𝑦 = 𝑎 

よって、変化の割合は 

𝑎 − 9𝑎

1 − (−3)
=

−8𝑎

4
= −2𝑎 

また、関数 𝑦 = 𝑥 − 2 の変化の割合は 𝑥 の係数と等しいので、1 とわかる。 

変化の割合が等しいので、 

−2𝑎 = 1 

よって、𝒂 = −
𝟏

𝟐
 

 

 

  



(2) 

関数𝑦 = −2𝑥ଶで y の最大値が −
ଵ

ଶ
 で、0 になっていないので、 𝑎 < 0 とわかる。 

𝑦 = −2𝑥ଶについて 

𝑥 = −3 のとき、最小値 𝑏 となり、𝑥 = 𝑎のとき、最大値 −
1

2
 をとる。 

𝑥 = −3 を代入すると、𝑦 = −18 

よって 𝑏 = −18 

𝑦 = −
1

2
を代入すると、 

−
1

2
= −2𝑥ଶ 

𝑥ଶ =
1

4
 

𝑥 = ±
1

2
 

𝑎 < 0 より、𝑎 = −
1

2
 

したがって、𝒂 = −
𝟏

𝟐
  , 𝒃 = −𝟏𝟖 

 

 

[8] 

2 次方程式 ൫√2 − 7൯(𝑥 − 3)ଶ + 2(𝑥 − 𝑎)ଶ + 𝑎 = −𝑎𝑥 + 42 の解の 1 つが 𝑥 = 3 とあるので、 

𝑥 = 3 を代入すると、 

            2(3 − 𝑎)ଶ + 𝑎 = −3𝑎 + 42 

 2(9 − 6𝑎 + 𝑎ଶ) + 𝑎 = −3𝑎 + 42 

18 − 12𝑎 + 2𝑎ଶ + 𝑎 = −3𝑎 + 42 

          2𝑎ଶ − 8𝑎 − 24 = 0 

             𝑎ଶ − 4𝑎 − 12 = 0 

           (𝑎 − 6)(𝑎 + 2)=0 

𝑎は正の数なので、 

                                    𝒂 = 𝟔 

 

[7](2) 

𝑎 < 0 を忘れて 𝑎 = ±
1

2
 としないように注意しましょう。 

[8] 

 ൫√2 − 7൯(𝑥 − 3)ଶの部分は𝑥 = 3を代入すると 0 になることが

わかるので、展開する前に代入しましょう。 


